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ヤブツバキ第５8回 顔写真

＜ 特別寄稿 ＞
正山征洋先生のご厚意で所蔵され
ている「ボタニカルアート」の一部を
紹介していただく事になりました。
大変貴重で興味深く、芸術性も高
い作品に加え先生自ら解説されて
います。

 ヤブツバキ（ツバキ科）は照
葉樹林帯の代表的樹木の一つ

で、学名がCamellia japonica
となっており日本の固有種です。
恐らく日本からヨーロッパへも
たらされ栽培されてきたものと
思われます。

 ヤブツバキはヨーロッパにお
いて品種改良が進められ西洋
ツバキと呼ばれる大型種がつく
られました。 五島列島には自生
が多く、 その種子が集められて
圧搾しツバキ油を生産していま
す。 ツバキ油は整髪料、 ハンド
クリームとして用いられ、 また、
良質の天ぷら油となります。

 本画は１８００年代末ステップ
によるものです。
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